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   A clinical statistic survey was made on the operations performed at Department of Urology, 
Tone Chuo Hospital between JUNE 1987 and May 1993. 
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日まで を1年 度 とした.
結 果





男 性155件,女性35件,計190件であ った.6年 間 の総
計 は男 性913件,女性185件,計1,098件で あ った.
年 齢構 成 をFig.2に 示 す,い ずれ の年 度に おい て
も60歳台 以 上 が過 半数 を 占め た。 また10歳未 満 が約1
割 を 占 めた.
臓器 別 の手術 に つ い て検 討 した.
1)腎(Tablel)
開設 当 初 はPNLを 腎結 石 治 療 と して 導 入 した が
1988年4月か ら のESWL保 険 適 応 以 後腎 結 石 治療 適























































































































































































































合 計 135 713675匪




























































































Table5,尿道 に対 す る手 術


















































合 計 65 91511955
















































































































































竹沢,ほか:利 根中央病院 ・手術統計 645
Table9.その 他 の手 術
1987198819891990且9911992総 数
内シャン ト造設術
内シャン ト血栓 除去術
リンパ管造影
精嚢造影
鼠径 リンパ節摘 出術
精管切断術
その他
3
0
1
0
0
2
4
11
1
0
7
0
0
2
71713
322
0135
410
131
110
156
10
2
0
0
0
1
4
6】
10
19
12
5
5
22
合 計 102117422717134
失禁型尿路変更術を施行したいと考えている.しかし,
患者の年齢,全身状態を考慮すると回腸導管造設を選
択することが多かった.
9)その他(Table9)
当院では慢性透析患者の管理は内科と共同で行い内
シャント造設,血栓除去術等,bloodaccess関連は
泌尿器科が担当している.透析導入患者の過半数は糖
尿病性腎症であった.
結 語
1)1987年6月1日から1993年5月31日までの6年間
に男性913件,女性185件,計1,098件の手術を行った.
2)60歳以上の患老が過半数を占め10歳未満の患者が
約1割を占めた.
3)臓器別には前立腺に対する件数が最も多く,全体の
約30%を占めた.手技的にはTUR-Pが 最も多く全
手術件数の約15%であった.
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